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14年かけ18万の市民を巻き込み、霞ヶ浦を蘇らせている機

日時:平成21年 10月 31日 13:00～ 15:30(開場12:30)
定員:60人 入場無料
募集開始10月 5日 (定員なり次第締め切り)

会場:塩日の里交流館 とつこ館 研修室
上田市手塚 さくら国際高等学校隣接

主催:塩田子育てネットワークの会
協力:NPO地域再創生プログラム 日本民家再生協会
問い合わせ:塩田子育てネットワークの会事務局

(さくら国際高等学校内)
〒386… 1433長野県上田市手塚1065番地
TEL 0268-39-7707  FAX 0268-38-8718
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「塩田・すぐりの村―グーズベリーの里―」づくりとは

罐上師の塩田刊Jよ日本の原風景と言うべぎ量署量亀通:論覇原葛X粟進孫ζ屁嘉品事さ承軍糠(黙(ら国際高校)が存在し、周辺には独鈷
::山をはじめ豊かな自然と、信州の鎌倉と呼ばれる貴重な文化遺産があります。それらが織り成す景観は、次世代に伝えていくべき文化的景観資源と
I:なつています。しかし、これまで地域を支えてきた農業基盤は深刻な状況にあり、集落の景観存続の為には農業振興策が必要です。
:そこで私たちは、昔から、地区の庭に植えられていた清楚で可憐な「すぐり」(グーズベリー)に着目しました。子どもから高齢者まで、幅広い層の地域

:住民と、さくら国際高等学校の生徒たち、都市部で活動する市民団体とで協働し、休耕地や道端に「すぐり」の栽培を広げ、美しい景観の「塩田・すぐり
の村」づくりに取り組みたいと考えています。

:つまり、「塩田・すぐりの村」づくりは、すぐりの栽培を通して、塩田地区の景観を守り、農業・教育・観光の面から地域を活性化する活動です。

塩田「すぐりの村」まつり
今回は、塩田を満喫できる季節である秋を選び、塩日の魅力を通じ、県内外の多くの人に、この活動を知つて頂くため、「まつり」としてイベントを企画
しました。これまでの活動の記録展示や6月 に収穫した「すぐり」の試食、むらづくリシンポジウム 手塚コア古民家ギャラリー、オープン民家、まちある

きマップ配布、そして秋に地元で収穫された農産物の直売等、塩田の魅力がまるごと味わえます。

みんなの力で創ろう「塩田・すぐりの村―グーズベリーの里―」
この活動は平成21年度長野県「地域発 元気づくり支援金」より助成を受けています

飯島博氏
「アサザ基金」代表理事
URL:httpプ /ⅥⅣvl kasumigaЧ ra rnet錮
1956年 長野県生まれ。国内第2の湖、霞ヶ浦の環境再生を目標に、

独自のアイデアで様々なビジネスモデルを提案。流域の170を越
える小学校などの教育機関や企業、行政、農林水産業を結ぶネッ
トワーク事業を展開している。市民型公共事業「アサザプロジェク
ト」には、のべ16万人以上の市民が参加。先進的な取り組みとして
注目されている。

斎藤繁子氏
「内村っ娘の会」事務局
1943年 別所温泉に生まれる。1965年 明治学院大学卒業。
2004年に立ち上げ、事務局として事業に取り組む「内村っ娘の会」
は西内全域の農業、商業、旅館業、主婦など異業種の女性の集ま
り。地域内の魅力を発掘し、「里山の保全とは」「健康とは」「安全安
心の食とは」など多角的な裏づけとその可能性を検証することで、
地域活性化の一つの核になることを目的として活動している。

大口義明氏
「塩田子育てネットワークの会」副代表
1943年 手塚生まれ。旧西塩田小学校卒業。
「塩田地域協議会会長」「塩田自治会元連合会会長」「西塩田地区
振興会元会長」歴任。農水保全会の会長等、鉄鋼加工業の傍ら地
域活動に従事。

八木晴之氏
「NPO地域再創生プログラム」理事
1947年 上田丸子生まれ、両親共上田出身。父親は日本画家。東
京育ちであるが上田に関わりが深く頻繁に行き来している。
建築家・写真家・まちあるき活動等多様な活動中。

「塩田子育てネットワークの会」 代表 ′Jヽ J‖ 勝―
この会は、塩田に残る豊かな自然や貴重な文化遺産を守り、次の世代に伝えるために、平成17年、地元の人間が集まり、発足させました。塩田地域における

あらゆる子育てを支援し、子どもが育つ環境づくりや学習教材の提供の他、子どもたちが育つ過程で必要な生活体験・自然体験・社会体験や地域の歴史と文

化などの実践学習を企画し、学校・団体・施設・地域などに教材提供や人材派遣などの支援活動を行います。
「塩田・すぐりの村―グーズベリーの里―」づくりは、会の趣旨を発展させ、他の地域の人も交え「すぐり」づくりで塩田地域を活性化する試みです。皆様の協力を
お願いいたします。

会場 塩田の里交流館とつこ館 開場12時30分

さくら国際高校校長
森 大和氏

基調講演
地域の財を活かす循環型社会づくり
(谷津田再生から酒づくりの事例紹介)

NPO法人アサザ基金代表

飯島博氏

休憩 20分  すぐリジャムの試食

14:10

15:25

パネルディスカッション
「塩田・すぐりの本寸づくり」の,舌動
塩田地域の財を活かす

コーディネーター

八木晴之

建築家・写真家

多数の市民活動①すぐりの村全体構想について10分
計画全体、絵本、ジャムづくり等

②丸子鹿教湯での活動 10分
すぐり栽培の話

パネラー斎藤繁子氏
鹿教湯内村つ娘の会 他

③手塚の市民活動取組、10分
今後の「塩田・すぐりの村」づくり

パネラー大口義明氏
塩田子育てネットワークの会

副代表 他

④ゲストコメント

④パネラーコメント

八木晴之氏

15:25

15:30 終了

シンポジウム
申込用紙
FAX

0268……38--8718

氏 名 住 所 連絡先電話

1

一Ｔ

2
一Ｔ



」 ×

習≦

Ｋ
ら
２
Ｘ
ハ
―ヽ
ヽ

椰
降
　
　
陣
橡
抑
事
甲

樫
響
総

卜

胚
翠
句

（
口
　
　
）　
　
　
　
　
＞

即
佃

Ｒ
８

８
ヾ

中
脚
側
口

ヽ
Ｒ
ヽ
ヽ
―
い
工
ヽ
ヽ
卜
郎
ヽ
日
熱
ヽ
ハ

鯛
謳
咽
榊

世
Ⅸ
田
雲
世
鯛
眠
岬
田
＝

ポ
利
襄

。卜
椰
Ｄ
製
二
ｔ
怖
二
器
冊
ひ
〉
０
「
―
馴
ｅ
ｌ
い
て
ヽ
―
ヽ
―
〓
ｅ
⊃
）
卜
・田
岬
」

。卜
椰
Ｄ
製
‘
超
鮒
句
知
轡
申
０
最
縫
ｅ
ユ
ハ
て
ヽ
。卜
椰
⊃
製
‘
二
堅
紀
い
ヽ
Ｅ
８
ｏ
ヽ，

口
ニ
ト
）
二
冊
゛
製
⊃
悩
士
禦
製
３
掏
択
寧
句
ｅ
曇
蜘
二
刑
需
鯛
賦
ｅ
゛
長
）
。卜
椰
デ
ア
が
Ｒ
眠
駆

轡
椰
η
悩
拘
短
轟
駅
肛
ｅ
嘔
Ｈ
員

′製
鸞
ｅ
憚
♀
⊃
）
Ъ

′壼
里
ｙ
一）
⊃
製
報
〉
榊
＜
掏
器
冊
ｅ
ｌＪ
Ｄ
晏
⊃

卜
椰
３
）
Ｄ
翻
興
）
む
眠
掏
掻
掘
⊃
ヽ
「鋼
邸
Ⅸ
⊃
〉
０
ほ
Ｒ

獣
褒
響
」
蝶
廊
暉
撻
叶
馬
怪
詳
壼
器
冊
ｅ
可

。卜
部
榊
３
）
０
に
和
駆
和
謳
壼
製
緯
ｅ
憚
♀
終
相
ｅ
⊃
）
卜
。卜
椰
３

）
Ｄ
国
市
掏
エ
ハ
て
ヽ
ｅ
純
轡
ヾ
卜
Ｈ
晨
二
く
キ
祭
掏
Ⅸ

′⊃
製
０
に
掏
理
事
ｅ
い
０
卜
里
Ｆ
卜
Щ
Φ

回
一
替
椰
ｅ
世
壼
撻
＝
紫
颯
鞣
聰
鍾

。や
■
眠
ｅ

Ｎ
略
ハ
ヽ
―
ヽ

。鴎
鵡
障
お

沢
嶼
二
鮮
女
却
区
習

。莉
Ю

ｃ
゛
悩
ｅ
凶
増
蓉
眸
・田
岬

…
和
ヾ
紀
゛
悩

。卜
椰
Ｓ
⊃
獣
掏
番
製
⊃
晏
川
掏

皆
饉
）
判
同
や
卜
里
κ
ｌ
ヽ
♀
く
キ
祭
メ
Ｒ
卜
）
３
認
後
さ
饉
壼
番

。■
部
３
£
粂
畔
姦
二
日
日
傾

′
⊃
£

後
雨
軽
Ю
ト
ヨ
業
‘
ま
せ
掏
Ｑ
岬
壼
く
や

・ヽＲ
。卜
椰
３
）
黙
椰
佃
〉
臨
後
く
い

・ヽＲ
♀
ハ
ト
ロ
択
壼
里
Ⅸ

。く
い
ヽ
Ｄ
）
二
終
壼
ｐ
ｅ
二
臨
や
択
Ю
紀
ｅ
ヨ

３
唖
製
て
α
掏
Ⅸ
ｅ
勾
轡
卿
州
ｅ
仲
皿
′和

′ｐ
Ⅸ
轟
和
＜
い
ヽ
い
ヽ
κ
お
ヽ
。卜
椰
⊃
轟
里
杓
如
３
口
壼

二
Ю
卜
α
川

′榊
Ｏ
Ｊ
〉
米
壼
Ж
却
０
起
⊃
念
い
や
。卜
椰
ぺ
刷
掏
兼
宙
理
事
ｅ
器
３
肛
ｅ
旺
Ｈ
晨
里
聾
Ｆ

卜
駅
ｏ
。約
⊃
器
轟
い
ヽ
ｅ
博
側
製
０
く
ｅ
蜂
郷
纏
‘
個
里
Ｊ
鵬
憮
壼
Ⅸ
ｅ
や
。卜
榔
中
晏
蓄
掏
憚
轡
事
Ｆ

３
□
製
０
晏
粂
噂
微
壼
里
榊

′Ｄ
条
Ｄ
。卜
椰
３
）
べ
川
判
Ｆ
Ｄ
０
３
後
曇
壼
ユ
蝉

′ｐ
終
単
ｅ
騨
Ｅ
∞
―
，

騨
Ｈ
Ｃ
ｐ
椰
ひ
母
く
や
ヽ

岬
事
ｅ
Ｄ
）
卜
　
　
　
　
　
　
　
↑

輛
．
Ｊ
「
‥
・
い
′
ｉ
К
∵
―
無
）
一
鑽
鏃
鰺
診
樺
一

眠
駆
ｅ
Ｄ
゛
呻
Ｋ
ピ

ヽ
輩
輝
ｅ
仰
輝
輝
訃
■
日
雲
日
里
・楔
蝋
国
回
野
訃

‥
…
‥
　
　
ポ
畷
翠
メ
・紅
轟

コ
狂
ハ
い
へ
ｅ
Ｓ
側
眼
田
岬
ゝ
〉側
♯
ｅ
唱
Ｈ
ミ
い
）
ト

お
母
く
キ
祭
＼
讐
楼
ｅ
ひ
）
卜

‥
‥
器
硼
ポ
野
・撫
轟
副
鐙
≦

。゙

長
Ю
榊
）
婆
唱
Ｌ
ミ
゛
ぐ

勾
壼
里
翠

。い
０
曇
勲
く
ャ
ハ

ニ
⊃
さ
昭
）
⊃
漑
警
や
駅

ひ
〉
〕^

く
キ
祭
⊃
）
ト

↑

一
´
Ｏ
Ｄ

案

↑

一
３
⊃
晏
０
善
。螺
障
掏

３
″鷲
⊃
゛
鍋
末
ヽ
ヤ
証
ｖ
ｏ
∞
回
終
頼
颯

‥
群
眠
Ｋ
ば
墜
掻 ' ■Γ簑彎噛朧

ｋ
■
轟
広
ハ
ヽ
―
ヽ
製
⊃
Ｎ
Ｏ
書
や
係
出
拳
幡

一●
■
．．
　

鳴
畷
距
撻
「〓
ｅ
Ｄ
）
卜
」

一
一
．　
　
　
翠
田
ニ
ハ
て
ヽ
和
Ю
捻
゛
悩
　
　
　
　
　
・

●
．

（
回
）
田
Ｆ
眠
〓
（引
）
回
Ｆ∞
眠
９

一́
　
　
　
　
　
堰
載
選
０

く
０
か
嶋
ハ
ハ

豪
「ｔ
ｅ
Ｄ
）
卜
」
■

絲
鴎
機
器
係
嘔
拒
野
＝
・眠
製
終
ｅ
３
）
ト

（
Ш
）
回
∞
倒
Щ
∞

．　
　
　
準
ば
ぐ
緊
昨
口率
値
盤
□
゛
〉
拍
０

．
「博
量
ｎ
ｅ
ｌ
、̈
て
×
よ
）〓
ｅ
３
）
卜
」
■

。い
、
∋
悩

）
肛
二
Ｓ
Ｋ

′）
ぺ
響
）
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
…
…

…

‥
　
‥

仲
ぐ
ぐ
恭
Ｋ
担
二
響
燕
‘
　
　
　
　
　
　
　
　
¨

‥
響
総
Ｋ
粗
　
　
　
　
　
¨

Ｃ
Ｄ
）
卜
　
　
　
　
　
一

¨
慕
Ｋ
申
Ｋ

日
♀
ト
ハ
▲

健
３
Ｄ

£
拍
で́
二
ｔ
Ｃ
勝
十

べ
理
憚

鴎
ぜ
督
隈
ｅ
撻
叶
Ｆ
製
饉
眸
鮨
躙
漑
樺

■:｀■ ■|● |ヽ

魃
　̈
　
　
。卜
）
屈
典
Ю
卜
翠
撃
喫
掏
野
雲
０
く
目
ｅ
ポ
畷
・紅
轟
・報
眼
゛
後
■
ひ
十
掏
騒
眠
ｅ
凶
製
田
雲

一　
′）
⊃
製
掏
製
暴
ｅ
い
）
卜

′⊃
椰
０
　
卜
椰
榊
‘
）
０
に
）
⊃
駆
寧
ｐ
判
≦
日
“
据
Ю
卜
翻
典
）
量
終
輸

　̈
′゙

製
選
川
ｅ
経
朴
＝
肛
墾
回
゛
〉
約
測
ピ
坦
贅
製
ｅ
Ｗ
３
撻
響
ｐ
椰
押
戦
傾
゛
晏
峯
中
掏
翻
喫
ｅ
日

　̈
著
綱
♀
製
燕
せ
。製
⊃
椰
Ｄ
□
撫
里
（―
い
て
ヽ
―
ヽ
×
ひ
）
卜
」
轡
準
Ｆ
）
製
供
製
３
）
長
●
べ
埋
二
製

一
ｅ
凶
製
゛
条
細
壼
゛
製
誕
）
ＩＪ
や
。卜
）
椰
憑
後
熙
目
塁
器
鵬
壼
里
喪
ｅ
駆
性
畷
眠
ｅ
挟
畔

ぶ
総
里
駅

≦
■
民
駄
壼
釧
嘲
靭
眼
製
和
）
ぺ
Ⅸ
掏
褒
製

′Ｄ
晏
Ｄ

。卜
椰
３
）
０
仲
判
緊
楓
畷
眠
ｇ
翠
メ
和
て
ｙ
一
）

ぺ
暉
里
ぎ
判
ヽ
壼
畷
唯
卜
怪
ひ
颯
後
長
や
。卜
部
ひ
£
後
側
興
ざ
メ
轟
側
颯
Ю
長
饉
皆
却
無
精
ｅ
薫
岬
判

策
皿
終
晏
鋼
Ｓ
つ
量
掏
∃
相
選
壼
二
製
園
′Ｄ
憚
性
後
（経
肛
墾
日
゛
〉
拘
邸
）経
朴
姜
田
雲
旧
里
仰
輝

廻
終
ｅ
ｍ
条
蒙
尽
躍
留

′却
捜
畔
〓
鵬
揃
て
い
―――ＩＥ
却
喘
回
Щ
ｅ
Ｋ
回
壼
里
凶
製
野
＝
肝
田
雲
ｅ
据
田
引

。重
剖
い
ｖ
Ｏ
「
―
酬
ｅ
ｌ
い
て
ヽ
―
ヽ
…
韓
ｅ
Ｄ
）
卜
・
■
綱
魏無



瘍
ｅ
ヽ
―
い
ム
ヽ
キ
ν
撫
中
田
岬

。卜
椰
⊃
£
粂
緊
楓
ポ
職
邸
眠
Ｅ
撃
メ
↑
側
颯

和
て
ｙ
Ｏ
）
ぺ
単
二
ぎ
撃
Ｋ
曇
二
凶
饗
昏
訃
田
雲
Ｆ
そ
ｅ
⊃
し
卜
」

。や
い
知
）
部

（輝
絆
＝
値
墾
□
゛
〉
約
嘔
裕
椰
）中
準

廊
葦

０
「ｏ
Ｃ
０
０
ゝ
Ｑγ“
ｏゝ
‐ｏ
エ

∞
〓
■
８
８
６
８
（側
釈
磨
ハ
ヽ
卜
Ъ
Ｎ
製
終
＜
）Ｎ
留

終
＜

…
壼
申
傘
佃
３
距
総
Ю
卜
駆
里
鋼
〓
肺
・豫
超
報
癖

廊
岳
■
巨
拠
・雲
傾

洲
瓢

∞
一卜
∞
――
∞
∞
――
∞
Ｏ
Ｎ
Ｏ
　
×
才
Ｌヽ
　
　
卜
〇
ト
ト
ー１
０
∞
１１
∞
Φ
∞
〇
　
コ
Ш
ト

製
申
８
９
野
＝
揖
田
月
蝶
廊
曜

∞
等

Ｔ
８
∞
ト

（超
輝
絆
計
胆
墾
日
゛
〉
掏
）
嘔
擬
絲
硝
Ｃ
ヽ
―
ト
エ
ヘ
魯
）
紅
中
田
岬

。卜
椰
二
に
や
翻
喫
躁
枢
ｅ
知
轟
製
К
尊
く
♀
峯
馨
韓
轟
里
知
轟
褒
製

・認
埋
・≦
日
・経

朴

′⊃
回
ぐ
掏
駆
絲
饉
Ж
ｅ
知
轟
翠
メ
判
留
製
ｅ
贅
製
♀
籠
≦
ぐ
翠
・鐙
≦
梃
皿
・経
≦
喫
翻
仲
陣
憑

ｐ
騨
咽
０
紅
後
゛
製
峯
中

／
Ｒ
壼
ｅ
知
轡
峯
曜
ｅ
樽
轟
詢
訃
♀
ひ
〉
０
螂
眠
０
紅
後
き
中

′⊃
緊
Ⅸ
掏
）

紅
中
Ю
Ｑ
゛
総
Ю
士
鶏
里
卦
製
田
雲

。製
⊃
部
⊃
暇
獣
ユ
＃
駐
怪
畔

′ｐ
工
ヽ
Ｈ
祭
回
ヽ
ゆ
卜
員
総
後
ヽ
く

ｅ
贅
雲
里
喪
Ю
Ｒ
暉
里
ゼ
判
ｅ
ヽ

ぶ

十
掏
側
興
翠
メ
轟
側
弧
♀
嫁
皿
終
晏
訓
Ю
霞
里
田
雲

′壼
ぐ
ｅ
ｌＪ

Ｉ
埜

一ラ
マ

誦
翠

母 ||

ニ

媚

「
―

劇

Ｃ

Ｉ

い
７

×

―

ヽ

―

ヤ

Ｃ

一
υ

小

・
臼

要

」

い
い
扇
午
や
ｃ
や
く
ヽ

服
唱
ｅ
ヨ
謂
黒
測
仰
楽
恒
経
訃
‘
田
雲
日
里
測
綾
鵬
Ｃ
凶
雲
野
＝
田
雲

「
佃
ｅ
ヽ
―
ト
ニ
ヽ
特
ν
佃
中
国
蝠
」

I・
こ1


